
情報サービス演習Ⅰ
Practicum of Information Retrival34105 新海　弘之 1 選択 1.2後期

科目の概要
現代社会において、情報収集・選択は日常生活の様々な場面で不可欠なものである。その際、過剰ともいえる情報の中から必要不可欠なものを選択することは、従来の
アナログな手法だけでは困難となっている。本演習では図書館におけるレファレンスサービスを前提としたコンピュータネットワークを用いた情報検索、および入手し
た情報の評価方法について学修する。最終的には図書館でのレファレンス記録の作成について実践的技能の習得を目標とする。情報サービス演習Ⅰは、ディプロマ・ポ
リシー①②③④⑤に相当する。情報サービス演習Ⅰは図書館サービスの基幹業務であるレファレンスサービスの演習を通じて、図書館サービスだけでなく、情報社会に
おける様々な情報と向き合うことや、具体的な情報収集の方法やその評価などについて習得することにより②③④を身につけることを目的とします。また、レファレン
スサービスに実際に取り組むことで図書館サービスの現状等を知ることだけでなく社会人としての①③⑤⑥について考えることも目的とします。

学修内容 到達目標

① 情報サービスの仕組みを理解する。
② インターネットの基本的な仕組みを理解する。
③ 汎用的な情報検索の方法を理解する。
④ 目的の情報に合わせた検索方法を理解する。
⑤ 図書館で行われているレファレンスについて理解す
る。
⑥ 情報モラルを学び、情報の扱い方を理解する。
⑦ 図書館における基本的なサービスであるレファレンス
サービスについて理解することができる。

① 情報サービスの仕組みを説明できる。（DP②）
② インターネットの基本的な仕組みを説明できる。（DP②）
③ 情報検索を理解し、情報検索データベースを操作できる。（DP②
③④）
④ 目的に合った情報サービスを探し、使用できる。（DP③④⑤）
⑤ 図書館で行われるレファレンスを模擬的に行い、その記録を記述
できる。（DP⑤⑥）
⑥ 個人情報や権利を意識して情報を扱うことができる。（DP①⑥）
⑦ 図書館における基本的なサービスであるレファレンスサービスに
ついて理解することができる。（DP①）

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 演習の回答を時間内に出すために、必要と考えたことを順序立てて実行できる。

働きかけ力

実行力 自分で考え、演習での必要な方法を見出すことができる。
提出物は、期限内までに確実にやり遂げることができる。

考え抜
く力

課題発見力 授業で得た知識で課題の本質を見極め、演習の回答を導くことができる。

計画力

創造力 必要な情報の検索方法を提案できる。レファレンス記録の作成にあたって、他者にとって
わかりやすい記述ができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

演習で検索した結果を自分の表現で説明できる。
自分の考えをまとめ、わかりやすく説明することができる。他者の意見を尊重し議論を進めることができる。

作品発表する際は、発表者の説明に対し、うなずきやあいづちをしながら聴く姿勢を持
ち、工夫され印象に残るところは細目にメモをとることができる。

遅刻、無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる

テキスト及び参考文献

テキストは指定せず必要に応じてレジュメを配布する
参考文献：授業中に紹介する

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：図書館に関する科目
資格との関連：図書館司書、学校司書（大学認定資格）

学修上の助言 受講生とのルール

授業内の演習はコンピュータを使います。コンピュータの
初歩的な操作やタイピングは積極的に身に付けてくださ
い。

演習を行う上で、受講生同士で演習課題、内容確認のため
のコミュニケーションは容認するが、演習課題、内容確認
のため以外の私語等は迷惑をかけるため減点とします。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S（秀）は各講義後のレファレンス課題がすべて提出され
ており、解答の内容が正確であるとともに、記録として的
確で、他者が参照するにあたりわかりやすい記述となって
いる。最終講義後のレポートの解答が適切で正確であり、
且つ、独自の考察や提案が盛り込まれている。
A（優）は各講義後の課題がすべて提出されており、解答
の内容が正確である。最終講義後のレポートの解答が適切
で正確であり、自分なりの考察が述べられている。

B（良）は各講義後の課題が８割以上提出されており、提
出された課題の解答が概ね正確である。最終講義後のレ
ポートの解答が適切で、正確な内容で記述されている。
C（可）はは各講義後の課題が６割以上提出されており、
提出された課題の解答がある程度できる。最終講義後のレ
ポートの解答が概ね適切である。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ⑥

0

② ⑦

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ⑥

0

② ⑦

③

④

⑤

小テスト

① ✓ ⑥ ✓

50

・期日までに、各講義でのレファレンス課題について自分で調査
し、分析や意見をまとめたレポートを提出できる（所定のレファレ
ンス記録フォーム）。及び最終講義終了後の図書館におけるレファ
レンスについての自分の考えについてまとめレポートＡ４サイズ２
枚程度（１６００字以上相当）、（自分の意見や問題点を入れるこ
と）を総合して評価する。総合50点のうち各講義分20点。最終レ
ポート30点。

② ✓ ⑦ ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

① ⑥ ✓

40

・「チームで調査し、分析や意見をまとめたレポート」について、
発表することができる。プレゼンテーションの表現の仕方・説明の
わかりやすさ・独自性を評価する（特に高い：40点、完成度が高く
表現に工夫がみられる：30点、完成はしているが表現に工夫が必
要：20点、を目安に多段階で評価する）。

② ⑦ ✓

③ ✓

④ ✓

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓ ⑥

10

（主体性）
演習の回答を時間内に出すために、必要と考えたことを順序立てて実行できる
（実行力）
授業で確認したデータベース以外を積極的に探し出す
（課題発見力）
集めた情報から客観的に課題、そして回答を導き出すことができる
（創造力）
検索法について創意工夫をする
（発信力）
検索した結果を第三者に正確に伝える
（傾聴力）
第三者の説明を敬意を持って傾聴し、その内容を十分把握するために必要に応じて確認できる
（柔軟性）
チームでの作業において、個人の意見に固執せず、他者の意見を取り入れて、より高い次元での成果に結びつけることができる。
（規律性）
遅刻、無断欠席など学習意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。欠席した場合は欠席届を提出し、フォ
ローアップ課題を行う。

② ✓ ⑦

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



B（良）は各講義後の課題が８割以上提出されており、提
出された課題の解答が概ね正確である。最終講義後のレ
ポートの解答が適切で、正確な内容で記述されている。
C（可）はは各講義後の課題が６割以上提出されており、
提出された課題の解答がある程度できる。最終講義後のレ
ポートの解答が概ね適切である。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

情報サービスの全体像
と構成要素の概要を学
ぶ。国会図書館レファ
レンス協同データベー
スを検索してみる

講義 情報サービスの全体像
を説明できる。

（予習）身近な公共図
書館に行ってみる。
（復習）全体像を復習
し、今後の授業に必要
なスキルを習得する計
画を立てる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
傾聴力
規律性

2

情報サービス演習の準
備。情報サービス計画
とその評価。基本的な
レファレンスコレク
ションにについて理解
する。

講義
情報サ－ビスの基本的
な考え方と基本的なレ
ファレンスコレクショ
ンについて講義をす
る。

情報サ－ビスの基本的
な考え方とレファレン
スコレクションについ
て説明できる。

（予習）普段使用して
いる情報検索できる
データベースを再確認
する。
（復習）講義で紹介し
たレファレンスコレク
ションについて利用し
てみる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
傾聴力
規律性

3

コンピュータ検索の基
本について学ぶ。

講義・演習
適宜演習を行い、結果
を補足する講義をす
る。
演習内容をまとめたレ
ポートの作成（翌週に
解説）

キーワードの役割を理
解し、適切な使い方が
できる。

（予習）普段使用して
いるデータベースで
キーワード検索をして
みる。
（復習）3 つの主要な
検索方法を復習し、レ
ポートにまとめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
規律性

4

インターネット上の情
報資源の探し方を学
ぶ。

講義・演習
適宜演習を行い、結果
を補足する講義をす
る。

効果的な情報検索のた
めの手順を説明でき
る。

（予習）普段使用して
いるデータベースの効
果的な検索をしてみ
る。
（復習）情報検索の手
順を復習し、レポート
にまとめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
規律性

5

図書館が提供する情報
資源について学ぶ。

講義・演習
適宜演習を行い、結果
を補足する講義をす
る。
演習内容をまとめたレ
ポートの作成（翌週に
解説）

図書館の提供する情報
資源を説明でき、検索
に活用できる。

（予習）身近な公共図
書館の参考図書コー
ナー等に行ってみる。
（復習）いつも使って
いる図書館のウェブサ
イトを使ってレポート
にまとめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
規律性

6

ウェブページ、ウェブ
サイトの探し方と基本
的な検索方法について
学ぶ。

講義・演習
適宜演習を行い、結果
を補足する講義をす
る。
演習内容をまとめたレ
ポートの作成（翌週に
解説）

検索エンジンが検索結
果を出す仕組みを説明
できる。
検索エンジンの基本的
な操作ができる。

（予習）よく使う検索
エンジンでいろいろな
検索を試してみる。
（復習）検索エンジン
の仕組みを復習し、レ
ポートにまとめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
規律性

7

公共図書館の検索シス
テムを学ぶ。

講義・演習
適宜演習を行い、結果
を補足する講義をす
る。
７，８週の演習内容を
まとめたレポートの作
成の準備

公共図書館の資料検索
方法を習得する。

（予習）短大の図書館
で図書を検索してみ
る。
（復習）うまくできな
かった演習を復習し、
レポートにまとめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

国立国会図書館等公共
図書館以外の図書情報
サイトの図書の検索を
学ぶ。

講義・演習
７，８週の演習内容を
まとめたレポートの作
成（翌週に解説）

演習を通して、図書の
検索方法を習得する。

（予習）国立国会図書
館のＨＰに行ってみ
る。
（復習）うまくできな
かった演習を復習し、
レポートにまとめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

雑誌の所蔵および雑誌
記事の検索を学ぶ。

講義・演習
結果を補足する講義を
する。
演習内容をまとめたレ
ポートの作成（翌週に
解説）

演習を通して、雑誌の
所蔵の探し方、雑誌記
事の検索方法を習得す
る。

（予習）短大の図書館
で興味のある雑誌を検
索してみる。
（復習）うまくできな
かった演習を復習し、
レポートにまとめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

10

新聞・統計情報の探し
方及び検索方法を学
ぶ。

演習・レポート
結果を補足する講義を
する。
演習内容をまとめたレ
ポートの作成（翌週に
解説）

演習を通して、雑誌の
所蔵の探し方、雑誌記
事の検索方法を習得す
る。

（予習）短大の図書館
で自分の生年月日の新
聞記事を検索してみ
る。
（復習）うまくできな
かった演習を復習し、
レポートにまとめる。

90

主体性
課題発
見力
発信力
規律性

11

歴史・地理・人物の情
報の探し方及びその検
索方法を学ぶ。

演習・レポート結果を
補足する講義をする。
演習内容をまとめたレ
ポートの作成（翌週に
解説）

演習を通して、歴史・
地理・人物の情報の探
し方及び検索方法を習
得する。

（予習）身近な公共図
書館に行って歴史・地
理の参考図書を見てみ
る。（復習）歴史・地
理の検索法をまとめ、
うまくできなかった演
習を復習し、レポート
にまとめる。

90

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
規律性

12

人物、法律情報の探し
方及び検索方法を学
ぶ。

演習・レポート結果を
補足する講義をする。
演習内容をまとめたレ
ポートの作成（翌週に
解説）

演習を通して、人物・
法律の検索方法を習得
する。

（予習）身近な公共図
書館に行って法律関係
の参考図書を見てみ
る。
（復習）法律関係資料
の検索法をまとめ、う
まくできなかった演習
を復習し、レポートに
まとめる。

90

主体性
課題発
見力
発信力
規律性

13

情報モラルについて実例を通
して学ぶ。
チームでこの科目で習得した
情報検索スキルで検索した情
報資源、実際の図書館の所蔵
資料等を活用し、国立国会図
書館レファレンス協同データ
ベース仕様に準拠したレファ
レンス事例を作成するワーク
ショップを行う。

演習・レポート結果を
補足する講義をする。
レファレンス課題の選
定と質問内容の具体
化・精密化するための
レファレンスインタ
ビューなど作成・発表
に向けた準備を行う。

情報に関わる権利、個
人情報の扱いやセキュ
リティについて説明で
きる。
ワークショップに積極
的に参加できる。

（予習）図書館におけるIT技術
上のトラブル・事件についてイ
ンターネットを検索してみる。
（復習）うまくできなかった演
習を復習する。情報に関わる権
利、個人情報の扱いやセキュリ
ティをまとめ、復習し、レポー
トにまとめる。ワークショップ
のテーマの分析、役割などにつ
いての準備を進める。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

チームでこの科目で習得し
た情報検索スキルで検索し
た情報資源、実際の図書館
の所蔵資料等を活用し、国
立国会図書館レファレンス
協同データベース仕様に準
拠したレファレンス事例を
作成し、プレゼンテーショ
ンに向けた準備をする。

講義・演習
この科目で習得した情報
検索スキルで検索した情
報資源を利用し、国立国
会図書館レファレンス協
同データベース仕様に準
拠してレファレンス事例
を作成しプレゼンテー
ション資料を作成する。

レファレンス事例の記
録を記述できる。
プレゼンテーション資
料を作成できる。

（予習）プレゼンテーショ
ンの準備
（復習）今まで確認した
データベースでお勧めの図
書館資料を検索する応用的
な検索方法について復習す
る。プレゼンテーションで
の役割を踏まえてリハーサ
ルなど準備を進める。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

チームでこの科目で習得した情
報検索スキルで検索した情報資
源を利用し、国立国会図書館レ
ファレンス協同データベース仕
様に準拠してレファレンス事例
を作成しプレゼンテーションす
る。
これまでの講義やプレゼンテー
ションを踏まえて「レファレン
ス業務にあたるうえで心掛けた
いこと」をテーマとしたレポー
トを作成する。

プレゼンテーションを
相互に評価してもらい
解説する。

レファレンス事例の記
録を記述し、説明でき
る。
レファレンス事例の記
録に対して評価でき
る。

（予習）国会図書館レファレ
ンス協同データベースを検索
してみる。必要項目の漏れや
記入方法について再確認す
る。
（復習）レファレンス事例の
記録を作成してみる。「図書
館のレファレンスサービスを
より利用者に知ってもらうに
は」をテーマとしたレポート
を作成する。

90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


